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SUMMARY : The clinical courses of three canine tumor cases were observed after administration of capsulated 

Hatakeshimeji extract (Ly，叩 hyl1umdecastes Sing.). The liver tumor case died one month after administration of the 

白ctract，the recta1 carcinoma case in nine months. bllt the brain tllmor case is a1ive for 23 months. However it is llnclear 

what directly effect the administration Hatakeshimeji has on a tllmor， the number of lyrnphocytes increased after the 

administration of Hatakeshimeji in all thrεe cases τ'herefore， it suggests that Hatakeshimeji plays a role in increasing the 

number of lymphocytes in田凶netumor cases 
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要約:腫療の犬3症例にハタケシメジ抽出物を投与し経過を観察した。肝腫蕩症例は投与開始から 1カ月後に，直腸癌症

例は9カ月後に死亡したが，脳腫湯症例は23カ月経過した現在も生存している。ハタケシメジ抽出物の腫療に対する直
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接的な効果は不明であったが， 3症例とも投与後に末梢血液中のリンパ球数が増加したc このことから，ハタケシメジ抽

出物には犬の腫湯症例の末梢リンパ球数を増加させる働きがある可能性が示唆された。

キーワード 犬，ハタケシメジ抽出物，リンパ球

はじめに

高度獣医療の提供が可能になるとともl乙犬猫の高齢化

が進み，腫蕩性疾患数が増加している。小動物臨床にお

いてもヒト医学領域と同じく腫療の治療は，外科手術・

化学療法・放射線照射が三本柱である。近年，これらの

方法に加え，ヒト医学領域で注目されているのが，免疫

機構を調整することで腫蕩の増殖をコントロールする免

疫療法である。免疫療法には，養子免疫療法をはじめと

する積極的治療と日グルカンなどを投与する緩和的治療

がある。ヒト医学領域で，養子免疫療法は既に臨床応用

されているが[1l，採血した患者の白血球を刺激培養する

必要があるため，操作の煩雑さおよび経済性の点から，

小動物臨床ではまだ本格的な実用化には至っていない。

一方， βグルカンの経口投与は手軽で，しかも養子免疫

療法に比べ安価であることから獣医療には受け入れられ

やすいと考えられる。

キノコ類には，免疫調節機能を有すると考えられてい

る日グルカンが含まれており，アガリクスをはじめ，メ

シマコプ，サルノコシカケ，カパノアナタケなどを含む

機能性食品が製造販売されている。ヒトの癌患者の多く

がこれらのキノコ類を含んだ機能性食品を利用している

といわれている。今回われわれが着目したハタケシメジ

は，食用に人工栽培されているシメジ属のキノコである。

これまでの基礎研究から，ハタケシメジは種々のβグル

カンをバランスよ〈含有し，抗腫蕩活性を有するトレハ

ロースも豊富に含有するととがわかっている[2]。ヒトで

はハタケシメジによる抗腫療効果が[3]，実験動物(マウ

ス)についても脂療の増殖抑制効果が確認されている

[4J。このことから，ハタケシメジは小動物臨床において

も腫療に対する免疫治療の一助としての可能性が期待さ

れる。これまで，獣医臨床での腫蕩症例に対するハタケ

シメジの効果についてはわずかに報告があるのみである

[5]。今回，ハタケシメジ投与前後の経時的な血液検査(血

液塗沫， RT-PCR)を実施することができた犬の腫蕩の

3症例ついて新たな知見を得たので報告する。

材料およひ'方法

ハタケシメジ抽出物

ハタケシメジ抽出物(ハタケシメジ王子1号，王子木

材緑化株式会社，東京)は，ハタケシメジから熱水抽出

され，噴霧乾燥した粉末で， 1カプセル中に粉末を160mg

含有している。

f動物館京医学16ω 129-132，200の

検査項目

経過観察のため毎月の定期検診時に採血し，血液塗沫

標本により白血球分類を行った。また，ハタケシメジ抽

出物の免疫学的変化におよぽす影響を調べる目的で，半

定量RT-PCR法により末梢血液中のIL-18およびtrans

forming growth factor β(TGFβ)の発現比を測定

した[6]。

肝腫嬉症例

13歳雌のシベリアン・ハスキー(初診時体重22.5kg)

で，来院時一般状態は良好であった。しかし，健康診断

のために行った血液検査 (ALT127U/1I， ALP 2628 

U/1I ， TCho 315rng/ de)で胆道系疾患が疑われ，造影

CT検査により，肝腫蕩と診断された。飼い主が積極的治

療を希望しなかっだため，病理組織診断は実施しなかっ

た。飼い主の同意のもと，ハタケシメジ抽出物の経口投

十与 (5カプセル/目)を隠始した。

直腸癌症例

11歳雌のシェットランド・シープドッグ(初診時体重

9.6同)で，血便の主訴で来院した。一般状態は良好で，

エックス線検査および血液検査においても異常は認めら

れなかった。直腸検査により，直腸内の腫痛を確認し，目

視下で直腸内の腫癌を切除した。腫癌の病理組織診断は

直腸癌であった。飼い主と充分に話し合った結果，ハタ

ケシメジ抽出物の経口投与 (2カプセル/日)を開始した。

腫癌切除以降，胸腔内および腹腔内に単純エックス線像

で転移を疑う異常所見は認められなかった。

脳握霧症例

12歳雌のゴールデン・レドリーパー(初診時体重31.5

kg)が，突然の痘撃発作を発症した。来院時の一般状態

は良好で，胸部エックス線検査，心電図検査および血液

検査による異常は認められなかった。造影c1検査により

脳腫蕩と診断されたが，腫癌は頭蓋内の腹側に位置して

いたため摘出は困難と考えられた。予後と治療の方針に

ついて飼い主と充分に相談した結果，外科手術は行わず，

フェノパルピタール (5.0rng/kgから増量)で発作をコン

トロールするとともに，ハタケシメジ抽出物の経口投与

(6カプセル/日)を開始した。
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成 績

肝腫揚症例は投与開始後も臨床症状は良好のまま変化

はなかったが，投与開始から 1カ月後に交通事故により

死亡した。また，直腸癌症例においても臨床症状は良好

で腫蕩の再発も認められなかったが， 9カ月後心因性の

肺水腫に陥り突然死した。脳腫揚症例は間欠的に発作を

繰り返すものの，抗産筆薬によってコントロールできる
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 Fig.l ハタケシメジ抽出物投与前後の末梢血液中リンパ球数の変化
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 Fig.2 ハタケシメジ抽出物投与前後の末梢血液中正一18発現比の変化
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Fig.3ハタケシメ升由出物投与前後の末梢血液中TGF-β発現比の変化
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範囲であり， 23カ月経過した現在も生存している。

3症例のリンパ球数の変化をFig.lに，末梢血液中の

IL-18の発現比の変化をFig.2に，末梢血液中の寸ちF-s 

の発現比の変化をFig.3にそれぞれ示す。 3症例とも，ハ

タケシメジ抽出物投与前の末梢血液中のリンパ球数は正

常範囲内で低値を示したが(肝腫蕩症例 1，292/μJ!， 直

腸癌症例1，168/μJ!， 脳臆湯症例1，070/μJ!)，ハタケシ

メジ抽出物投与後に培加し，観察期間中正常範囲内を推移

した。 IL-18およひ可'GFーβの発現比は増減を繰り返した。

なお， 3症例全てにおいて，観察期間中ハタケシメジ抽

出物に起因すると考えられる副反応は認められなかった。

考 察

今回経験した3症例では，腫療に対するハタケシメジ

抽出物の直接的な効果については不明である。しかしな

がら，脳腫蕩症例においては投与開始23カ月経過した現

在も生存している。本症例の腫癌は，造影crによって髄

膜に接していたこと，デユラル・テイル・サインを認め

たことから，髄膜腫が鑑別診断リストのトップに挙げら

れた[7]。この症例は，病理組織診断を実施していないた

め推測の域を出ないが，仮に成長の遅い髄膜腫であった

としても，積極的治療を行わなかったにもかかわらず神

経症状発現後23カ月生存しているととは，過去の報告

[8-11]と比較して長期間生存していると考えられた。と

のととが，個体差であったのか，ハタケシメジ抽出物の

効果であったのかを立証することはできない。しかし，

末梢血液中のリンパ球数が投与後に増加し，投与前の値

を下回らなかったことは事実である。ヒトにおいても慢

性閉塞性肺疾患の患者2例で，ハタケシメジ抽出物投与

後にリンパ球比率が増加した報告 [12]があり，今回の症

例での結果を支持するものであった。なお，免疫学的変

化を裏付ける目的で測定したIL-18と寸'GF-sの発現比

は増減を繰り返したが，これらの変化が意味するところ

は不明であった。

以上，犬の腫蕩の3症例いずれにおいても，ハタケシ

メジ抽出物の投与後に末梢血液中のリンパ球数が増加し

たことから，ハタケシメジ抽出物には犬の腫療症例のリ

ンパ球数を増加させる働きがある可能性が示唆された。

なお，ハタケシメジ抽出物がリンパ球数を上昇させたメ

カニズムについてはわかっていない。今後，リンパ球の

分類を検討項目に加えるなどの，さらなる研究が必要で

ある。

本稿に示した3症例は，ハタケシメジ抽出物に起因す

ると考えられる副反応も観察されず，いずれも飼い主の

満足度は高かった。高度獣医療の提供が可能となるとと

もに，腫療に対しては外科手術，放射線照射あるいは化

学療法の適応が検討される機会が多い。しかし，積極的

治療によっても改善が期待されない症例や飼い主が積極

的治療を希望しない高齢の動物に対して，ハタケシメジ
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抽出物による低侵襲免疫療法は，穏やかに余命を延長さ

せる一つの方法であると考える。

ヒトに限らず獣医領域においてもアガリクスをはじめ

機能性食品の利用が盛んであるが，とれら機能性食品の

評価はQOLの向上といった主観的な評価が多かった。今

回，リンパ球数の変動について観察できたことは，日グ

ルカンをはじめとする機能性食品の評価に意義のあるこ

とと考える。
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